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令和８年（2026年）７月24日（金）、北海道第２水産ビルを会場に、構成員21名出席の下、第１回会議を開

催しました。

本会議では、いじめ及び不登校に係る道教委（教育局）の取組について説明のほか、いじめ問題等や児童虐
待に関わる事例をもとに、それぞれの機関・団体における「未然防止」「早期発見・対応」「組織的な対応」
や、学校・地域・関係機関の連携の具体について協議しました。

石狩管内地域いじめ問題等対策連絡協議会 行徳会長（石狩教育局長）

関係機関相互の連携をより一層密にし、子どもたちを社会全体で支えていくことが重要であり、今後も、一層の連携

を進めていくことが大切であることが述べられました。

交流・協議 （グループ協議 及び 全体協議）

令和８年度

協議のまとめ

石狩教育局における今年度の重点施策

として、「生徒指導提要」に基づく発達

支持的生徒指導の充実や、家庭・地域・

関係機関と連携した包括的な支援の重要

性について説明しました。

また、本道のいじめの現状と「いじめ

見逃しゼロ」に向けた早期発見・早期対

応及び組織的対応の取組を紹介するとと

もに、「北海道不登校対策プラン」に基

づく未然防止、早期支援、多様な学びの

保障、関係機関との連携による支援体制

の充実など、石狩教育局の取組の方向性

について理解を深めました。

石狩管内教育委員会協議会 岩渕会長（恵庭市教育委員会教育長）

いじめ防止対策推進法の趣旨を踏まえ、子どもを守るためには学校だけでなく教育委員会や関

係機関が連携し、組織的に対応することの重要性が示されました。また、本協議会で得られた学

びや気付きを各所属へ持ち帰り、共有するとともに、子どもたちが安心して過ごせる環境づくりに

つなげていくことへの期待を述べられました。

事例をもとに「未然防止」「早期発見・対応」「組織的な対応」等

の視点から活発な意見交換を行いました。主な意見を次のとおり整理

しました。


